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*************************************************** 

多面的機能支払 メールマガジン 

「農村ふるさと保全通信」 第 140 号（2024.8.16） 

農林水産省農村振興局 多面的機能支払推進室 

 

************************************************* 

多面的機能支払のメールマガジン「農村ふるさと保全通信」の第 140 号をお届けします。 

--第 140 号の目次--------------------------------------------------------------- 

１ 活動組織の活動紹介 

  ☆菰野町
こものちょう

水土里の郷の会（三重県三重郡菰野町
こものちょう

）☆ 

耕作放棄地に花を植栽する景観形成活動を行ったり、子供たちの農業への関心を高めるため、

農業体験や生物観察会などのイベントを開催したりしています！ 

 

☆ 後
うしろ

川内
が わ ち

地区農村環境を守る会（佐賀県唐津市
か ら つ し

後
うしろ

川内
が わ ち

）☆ 

あじさいの剪定や草刈り等を行うことで、美しい農村景観を保全しています！ 

 

２ 推進協議会の取組紹介 

☆栃木県農地水多面的機能保全推進協議会☆ 

共同活動に関心のある方が情報収集したり、活動組織とマッチングしたりできるよう、ポー

タルサイト「TANOPO」を立ち上げました！ 

 

３ 活動組織の活動の啓発・普及紹介 

☆野中
の な か

農地水基盤管理組合（千葉県旭市
あさひし

）☆ 

   活動の様子をとりまとめた活動写真集を地域の方に配布することで、共同活動への理解を促進

しています！ 

 

4 令和 6 年度 8 月～10 月の多面的機能支払イベントカレンダーを作成しました！ 

【編集後記】 

 

 



 

■１．活動組織の活動紹介(1)～菰野町
こものちょう

水土里
み ど り

の郷の会（三重県三重郡菰野町
こものちょう

）～■ 

 

～地区概要～ 

菰野町は、三重県の北部に位置し、鈴鹿山脈を源流とす

る三つの河川がつくる町内の平野部には、ゆるやかな丘陵

地と扇状地があり、ゆったりとした田園風景を演出してい

ます。 

町内の総耕地面積のうち、水田が約８割を占め、水田を

活用した２年３作のブロックローテーションが行われてい

ます。販売目的の作付作物については、水稲、小麦及び大

豆が作付農家数及び作付面積において全体の９割を占めて

います。 

活動範囲は田 876.5ha、畑 15.7ha、水路 287.8km、

農道 158.2km、ため池 18 か所となっています。 

 

～主な取組～ 

◎ 当組織は広域活動組織であり、県内屈指の協定面積を

有し、町内 18 の地域が支部に分かれ、それぞれ特色

のある活動を実施しています。 

 

◎ 耕作放棄地になっている農地や農業用施設の敷地に、

ヒマワリ、コスモス、シバザクラ等を播種して、遊休

農地を解消するとともに美しい農村風景を守るための

景観形成活動を行っています。 

 

◎ 将来を担う子供たちが田植え・稲刈り体験、大豆の播

種・収穫体験等の農業体験学習、池干し、生物観察会

等を通じて、農業に関心をもってもらうよう、サポー

トをしています。 

 

◎ 近年は、町内各地で有害鳥獣による農作物への被害が

増加の一途をたどっており、営農に深刻な影響が出ているため、侵入防止柵、電気柵

等を設置し、被害の防止対策に取り組んでいます。 

 

◎ 偶数月には、町の担当職員、各支部の支部長らが集まり、代表者会議を開いて、支部

ごとの活動報告、意見交換、運営等について協議を行っています。今後も地域と一体

となって、より一層の組織強化を図るとともに、多面的機能支払交付金を有効に活用

して、地域の農業資源や農村環境を守るための活動を続けていきたいと思います。 

景観形成活動（コスモス） 

景観形成活動（シバザクラ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集担当 SDGs コメント 

 遊休地における景観形成の活動や定期的な地域の意見交換や話し合いは、目標 11（住み続

けられる地域をつくる。）に貢献しています。また、子供たちの農業体験学習は、目標４（質の

高い教育をみんなに提供する。）に貢献しています。自治体も含めて地域一体となったまちづく

りはより効果を具現化しやすい環境だと思います。これからも応援しています。 

 

代表者会議 田植え体験学習 獣害対策（防止柵の設置） 



 

■１．活動組織の活動紹介(2)～後
うしろ

川内
が わ ち

地区農村環境を守る会（佐賀県唐津市
か ら つ し

後
うしろ

川内
が わ ち

）～ ■ 

           

～ 地 区 概 要 ～ 

当地区は、唐津市の山間地域に位置する美しく

自然豊かな地域です。近くには後川内ダムがあ

り、集落は山に囲まれています。 

活動範囲は、田 42ha、畑 23ha、農道 9.5

㎞、水路 6.5 ㎞です。 

 

～ 主 な 取 組 ～ 

◎ 農村の美しい景観を保全するために、地域住

民が一体となり、あじさいロードの草刈りや

あじさいの剪定、農道の舗装、水路の維持管

理に取り組んでいます。また、この活動を通

じて地域コミュニティの形成が図られていま

す。 

 

◎ 組織の中には、重機を操作できる構成員がい

るので、農道や水路の補修は直営施工で実施

しています。 

 

◎ 地域住民とのふれあいや里山を守る活動の一

環として、毎年夏休みに子供クラブと一緒に

水路に生息する生き物を捕まえるなど、農村

における生態系の観察会を楽しみながら実施

しています。 

 

◎ 地域住民が一体となって美しい景観を守りな

がら、後世に引き継いでいけるような活動に

力を入れています。 

 

 

 

 

 

 

景観保全活動（あじさい剪定） 

清掃活動の様子（子供クラブ） 

生き物調査（子供クラブ） 

農道舗装の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集担当 SDGs コメント 

 直営施行で農道や水路の補修を行うことで、自然災害等に対する対応力を強化していること

から目標１３（気候変動及びその影響を軽減するための対策を実践する。）に貢献しています。

また、子供クラブと一緒になり生態系の学習を行うことで持続可能な地域づくりを行っている

ことから目標４（地域内外の人に質が高い教育、生涯学習の機会を提供する。）に貢献していま

す。 

今後もこの活動を通じ、地域コミュニティの形成や魅力的な農村の形成が図れるよう応援しま

す！ 

 

 

 



 

■２．推進協議会の取組紹介 

～ポータルサイト「TANOPO」（栃木県農地水多面的機能保全推進協議会）～■ 

 

～取組の概要～ 

農村における農業者の高齢化や少子化、混住化の進行により多面的機能支払交付金の共

同活動参加者の減少が懸念されている中、栃木県農地水多面的機能保全推進協議会では、

「命をつなぐ食をつなぐ 心を紡ぐ想いを紡ぐ」をテーマにホームページをリニューアル

し、ポータルサイト「TANOPO」を立ち上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「楽しい・ためになる・多面の活動ポータルサイト」ということで、多面的機能保全活

動に携わる方や、活動参加に興味のある方へ向け、活動に関する「情報提供」や「イベン

ト情報」、ユーザー同士で情報を交換できる「つながる広場」など様々なコンテンツを用

意しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

コンテンツ内の「つながる広場」は活動組織と地域住民や大学、企業の間をつなぐサイ

トになっています。令和５年度は「つながる広場」を活用して試行的に大学生と活動組織

のマッチングを実施しました。 

 



 

当日の水路清掃には２名の大学生の参加があり、大学生からは、「実際の農家の方々の

活動に参加でき貴重な体験になりました。」「また機会があったら参加したいです。」との

声がありました。 

また、活動組織からは、「これから活動参加者が減ることが予想されるため、

TANOPO を活用して、様々な方が参加してもらえるのは心強い。」「今後も大学生等に活

動に参加して欲しい。」といった声がありました。 

 

引き続き TANOPO を活用し、活動組織と都市住民や企業との新たなつながりの創出

など地域の共同活動の継続に向けた取組を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学生が参加した水路清掃 

サイトの QR コード 



 

■３．活動組織の啓発・普及紹介 ～野中
の な か

農地水基盤管理組合（千葉県旭市
あさひし

）～■ 

 

 

～工夫しているポイント～ 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 年間の活動を活動写真集に取りまとめ、各戸に配布し、活動の紹介を行って

います。 

◇ 写真を多数掲載することで、地域の多くの方に活動の内容を知っていただき、

活動への理解を深めています。 

 

１年間の活動を時系列で取りまとめることで、活動の内容を振り返ることができる

とともに、来年度の活動の時期も想定できるため、活動に取り組みやすくなります。 

ポイント１ １年間の活動を時系列で取りまとめています！ 

広報の概要 

各活動別に時系列順

で示した活動実績 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動ごとに写真を掲載することにより活動の内容をわかりやすくするなど、活動

への理解が深まるよう工夫しています。 

ポイント２ 活動ごとに写真を掲載しています！ 



 

■４．令和 6 年度 8 月～10 月の多面的機能支払イベントカレンダーを作成しました！■ 

 

多面的機能支払交付金の情報発信として、本交付金に関する各地のイベントの日程など

をまとめたイベントカレンダーを作成しました。本交付金について学びたい方や他組織の

活動の様子を参考にしたい方などは是非活用をお願いします。本メールマガジン掲載時よ

り、イベントの情報が更新される可能性があるため、詳細は問合せ先までご確認くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 都道府県 イベント名 主催者 備考

7/13（土）～9/23（月） 福島県 「ふくしまの棚田」推し活スタンプラリー 福島県
詳細は、福島県農村振興課HPをご覧下さい。
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36045
b/tanada-stamprally.html

7/13（土）～10/31（木） 山形県 やまがたの棚田スタンプラリー2024 山形県
詳細は、山形県農村計画課HPをご覧下さい。
https://www.pref.yamagata.jp/140017/tana
da/tanada_stamprally-2024.html

8/6（火） 山形県 農業農村の未来シンポジウム 山形県 ・問合せ先（023-630-2218）

8/26（月） 山形県
令和6年度多面的機能支払交付金に係る

返還事務研修会
山形県推進協議会 ・市町村担当者（初任者向け）web研修会

9/2（月） 山形県
令和6年度多面的機能支払交付金に係る研修

会（置賜ブロック）
山形県推進協議会 ・問合せ先（023-647-8851）

9/4（水） 山形県
令和6年度多面的機能支払交付金に係る研修

会（最上ブロック）
山形県推進協議会 ・問合せ先（023-647-8852）

9/6（金） 山形県
令和6年度多面的機能支払交付金に係る研修

会（庄内ブロック）
山形県推進協議会 ・問合せ先（023-647-8853）

9月未定 山形県
令和6年度多面的機能支払交付金に係る研修

会（村山ブロック）
山形県推進協議会 ・問合せ先（023-647-8854）

10/28（月） 福岡県
九州「農地・水・環境」フォーラム  in 福岡

ふるさと環境フォーラム・九州連絡会
・問合せ先：福岡県農地・水・環境保全協議会
　　　　　（092-643-4610）



 

■ 編集後記 ■ 

読者のみなさま、こんにちは！異常な暑さの日が続いていますが、いかがお過ごしでし

ょうか。今回のメールマガジンでは栃木県農地水多面的機能保全推進協議会の取組として、

ポータルサイト「TANOPO」を紹介しました！活動組織と共同活動に参加したい人をマ

ッチングする仕組みは、今後益々重要になるため、参考になる事例だと思います！このよ

うなマッチングにより大学生等が参加することで、さらに共同活動が活気づくのではない

でしょうか。 

いつもメールマガジンを読んでいただきありがとうございます。次回の投稿もお楽しみ 

に！ 

------------------------------------------------------------------------------------------ 

◇多面的機能支払メールマガジン「農村ふるさと保全通信」バックナンバー◇ 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/tamen_siharai/nouson_

furusato_hozen/index.html 

バックナンバーはこちらの二次元バーコードからもご覧いただけます！→ 

◇「多面的機能支払交付金のロゴマーク」◇ 

ロゴマークは以下のサイトからご利用になれます。 

活動内容の紹介や広報の発信などに、どんどんご活用ください！！ 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/attach/pdf/tamen_

siharai-31.pdf 

◇配信先メールアドレスの変更・配信解除等◇ 

メールアドレス等の変更やメールマガジンの配信解除等は以下のサイトから。 

https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/ 

手続きにはパスワードが必要です。 

お忘れの場合は、以下のサイトでパスワードを再発行して下さい。 

https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/re.html 

◇多面版 SDGs アイディアシート（案）◇ 

SDGs アイディアシートのダウンロードは以下のサイトから。 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/jirei_SDGs.html 

◇ご意見・ご感想等◇ 

メールマガジンに関するご意見・ご感想や取り上げて欲しいテーマ、ご自身の所属する活動組織

の紹介文（300 字程度）等に関するメールをお待ちしています！！ 

tamen_ml@maff.go.jp 

 

---------------------【発行】---------------------- 
〒100-8950 東京都千代田区霞が関１-２-１ 

農林水産省農村振興局整備部農地資源課 
多面的機能支払推進室（担当：青木、土田） 
TEL：03-3502-8111（内線 85683） 

-------------------------------------------------- 
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